
大草谷津田いきものの里「自然観察会」 

アカガエルの卵はあるのかな？ 

川北紀子(千葉市) 

日 時：2025 年 2 月 16 日(日） 10 時 30 分～12 時、天候：晴れ 

参加者：19 名（大人 10 名・小人 9 名） 

担当指導員：小川・中田・川北、参加指導員：木下・岡田・相吉 

 

当日の朝方には雨がパラついており、観察会が出来るのかと心配もしましたが、

スタート時にはすっかり天気も良くなり、予定通りに観察会をスタートさせること

ができました。集合場所にて安全確認をした後、いざ！田んぼへ・・・四日ほど前

に下見をした時には、まだアカガエルの卵塊がなく、こちらもどうなることかと気

が揉めましたが、当日にはたくさんの卵塊が産み付けられていてホッといたしまし

た。アカガエルの卵塊を見るのは初めてという参加者がほとんどで、あらかじめ採

取しておいた卵塊を興味深く触っていました。積極的に触る子、恐る恐る触る子と

様々でしたが、貴重な体験が出来たのではないでしょうか。その後、準備しておい

た「カエルクイズ」を楽しく実施いたしました。 

「カエルクイズ」の内容 

①ここには何種類のカエルがいるのでしょうか？ 

②なぜニホンアカガエルは、こんなに寒い時に卵を産むのでしょうか？ 

③ニホンアカガエルはどんな声で鳴くのでしょうか？ 

④卵を産んだカエルはこの後どうするのでしょうか？ 

⑤ニホンアカガエルが減っているって本当でしょうか？ 

クイズを楽しんだ後には、何人かの参加者が見たアカガエルの生体を皆んなで探し

たのですが、見つかりませんでした。しかしハリガネムシやオオタニシを見つける

ことができました。ハリガネムシの特異な生態についての話をしたところ、皆さん

とってもびっくりされていました。最後に紙芝居「かえるくんげんきでね」を見て

もらい、カエルの生態系を占める役割などを話して終了となりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

楽しく「カエルクイズ」             ハリガネムシ 

 


